
(57)【要約】

　【課題】　洗濯を繰り返しても縫合部位に縮みによる

しわが生じがたく、結合方法が簡易でコストが低い、衣

料の製造方法を提供する。

　【解決手段】　第一の布地は、第一表面１１を内側と

して折り畳まれており、第一の布地の本体部の第一表面

１１ｂは、第二の布地の折り重ね部の第一表面２１ａと

接し、第二の布地の本体部２０ｂと折り重ね部２０ａの

間にはシート状部材３０が挟持され、第一の布地の本体

部１０ｂと第二の布地の折り重ね部２０ａは縫合５０さ

れており、この縫合５０はシート状部材に及ばず、第二

の布地の本体部２０ｂ、シート状部材３０、第一の布地

の折り重ね部１０ａ、及び第一の布地の本体部１０ｂは

縫合６０されており、第二の布地の本体部の第二表面２

２ｂがシート状部材の熱接着面３１と熱接着されている

ことを特徴とする布帛の結合部分。

　【選択図】　図８
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 第 一 の 布 地 と 、 第 二 の 布 地 と 、 少 な く と も 一 方 の 表 面 が 熱 接 着 性 物 質 層 を 有 す る 熱 接 着
面 で あ る シ ー ト 状 部 材 を 少 な く と も 備 え る 布 帛 の 結 合 部 分 で あ っ て 、
　 第 一 の 布 地 と 第 二 の 布 地 は 、 そ れ ぞ れ 折 り 畳 ま れ て 本 体 部 と 折 り 重 ね 部 を 形 成 し 、
　 第 一 の 布 地 及 び 第 二 の 布 地 の 一 方 の 表 面 を そ れ ぞ れ 第 一 表 面 、 他 方 の 表 面 を そ れ ぞ れ 第
二 表 面 と し て 、
　 第 一 の 布 地 は 、 第 一 表 面 を 内 側 と し て 折 り 畳 ま れ て お り 、
　 第 一 の 布 地 の 本 体 部 の 第 一 表 面 は 、 第 二 の 布 地 の 折 り 重 ね 部 の 第 一 表 面 と 接 し 、
　 第 二 の 布 地 の 本 体 部 と 折 り 重 ね 部 の 間 に は シ ー ト 状 部 材 が 挟 持 さ れ 、
　 第 一 の 布 地 の 本 体 部 と 第 二 の 布 地 の 折 り 重 ね 部 は 縫 合 さ れ て お り 、 こ の 縫 合 は シ ー ト 状
部 材 に 及 ば ず 、
　 第 二 の 布 地 の 本 体 部 、 シ ー ト 状 部 材 、 第 一 の 布 地 の 折 り 重 ね 部 、 及 び 第 一 の 布 地 の 本 体
部 は 縫 合 さ れ て お り 、
　 第 二 の 布 地 の 本 体 部 の 第 二 表 面 が シ ー ト 状 部 材 の 熱 接 着 面 と 熱 接 着 さ れ て い る こ と を 特
徴 と す る 布 帛 の 結 合 部 分 。
【 請 求 項 ２ 】
　 シ ー ト 状 部 材 は 、 第 二 の 布 地 の 本 体 部 の 第 二 表 面 と の み 熱 接 着 さ れ て い る こ と を 特 徴 と
す る 請 求 項 １ 記 載 の 布 帛 の 結 合 部 分 。
【 請 求 項 ３ 】
　 複 数 の パ ー ツ を 構 成 す る 布 地 が 縫 製 に よ っ て 結 合 さ れ て 成 形 さ れ た 衣 料 に お い て 、 請 求
項 １ 又 は ２ 記 載 の 布 帛 の 結 合 部 分 を 有 す る 衣 料 。
【 請 求 項 ４ 】
　 第 一 の 布 地 は 袖 用 布 地 で あ り 、 第 二 の 布 地 は 身 頃 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ３ 記 載
の 衣 料 。
【 請 求 項 ５ 】
　 複 数 の 布 地 を 接 合 し て 衣 料 を 製 造 す る 方 法 で あ っ て 、 少 な く と も 一 部 の 接 合 部 に お い て
は 、 第 一 の 布 地 及 び 第 二 の 布 地 を 、 少 な く と も 一 方 の 表 面 が 熱 接 着 性 物 質 層 を 有 す る 熱 接
着 面 で あ る シ ー ト 状 部 材 を 用 い て 結 合 す る 衣 料 の 製 造 方 法 に お い て 、 第 一 の 布 地 及 び 第 二
の 布 地 の 一 方 の 表 面 を そ れ ぞ れ 第 一 表 面 、 他 方 の 表 面 を そ れ ぞ れ 第 二 表 面 と し て 、
　 第 一 の 布 地 と 第 二 の 布 地 を 、 互 い の 第 一 表 面 同 士 が 接 し 、 か つ 、 第 二 の 布 地 の 端 が 第 一
の 布 地 の 端 よ り 後 退 し た 位 置 と な る よ う に 重 ね 合 わ せ る 工 程 と 、
　 第 二 の 布 地 の 端 よ り 一 定 距 離 内 側 で 第 一 の 布 地 と 第 二 の 布 地 を 縫 合 す る 工 程 と 、
　 第 二 の 布 地 を 当 該 縫 合 の 縫 い 目 か ら 第 一 の 布 地 の 上 記 端 側 へ 折 り 返 し 、 第 二 の 布 地 の 折
り 返 さ れ た 部 分 の 第 二 表 面 と 折 り 返 さ れ て い な い 部 分 の 第 二 表 面 と を 対 向 さ せ る 工 程 と 、
　 第 二 の 布 地 の 折 り 返 さ れ た 部 分 と 折 り 返 さ れ て い な い 部 分 と の 間 に 、 少 な く と も 第 一 表
面 は 熱 接 着 面 で あ る シ ー ト 状 部 材 を 、 上 記 折 り 返 さ れ た 部 分 側 へ 第 一 表 面 を 向 け て 挿 入 す
る 工 程 と 、
　 第 一 の 布 地 の 上 記 端 側 の 部 分 を 、 第 一 表 面 を 内 側 と し て 折 り 、 第 一 の 布 地 の 折 り 重 ね 部
の 第 二 表 面 が シ ー ト 状 部 材 と 接 す る よ う に す る 工 程 と 、
　 第 二 の 布 地 の 折 り 返 さ れ た 部 分 、 シ ー ト 状 部 材 、 第 一 の 布 地 の 折 り 返 さ れ て い な い 部 分
、 及 び 第 一 の 布 地 の 折 り 返 さ れ て い な い 部 分 を 縫 合 す る 工 程 と 、
　 加 熱 に よ り シ ー ト 状 部 材 の 熱 接 着 性 物 質 を 溶 融 さ せ る 工 程 と を 有 す る こ と を 特 徴 と す る
衣 料 の 製 造 方 法 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 布 帛 の 結 合 部 分 、 衣 料 、 又 は 衣 料 の 製 造 方 法 に 関 す る 。 よ り 詳 し く は 、 縫 合
に よ る 布 帛 の 結 合 部 分 又 は 布 地 を 縫 合 し て 衣 料 を 製 造 す る 方 法 に 係 る 。 こ こ で い う 衣 料 に
は 、 シ ャ ツ 等 の 完 成 品 の み な ら ず 、 半 製 品 も 含 ま れ る 。
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【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 従 来 、 衣 料 に お い て 、 洗 濯 を 繰 り 返 す と 縫 合 部 位 に 縮 み に よ る し わ が 生 じ や す か っ た 。
特 に 、 ワ イ シ ャ ツ 等 に お い て 、 外 部 か ら 見 え る 箇 所 に こ の よ う な し わ が 生 じ る と 、 外 観 を
大 い に 損 な っ て い た 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 こ の よ う な 縮 み 及 び し わ が 生 じ る の は 、 主 と し て 、 洗 濯 に よ る 縫 糸 の 縮 小 が 布 地 の 縮 小
よ り も 大 き い こ と に よ る と 考 え ら れ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 こ の よ う な 縮 み 及 び し わ を 防 止 す る た め の 衣 料 の 製 造 方 法 に 関 す る 発 明 が す で に 知 ら れ
て い る （ 例 え ば 、 特 許 文 献 １ ， ２ ， ３ 参 照 ） 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 特 許 文 献 １ ， ２ ， ３ に は 、 衣 料 構 成 要 素 （ 布 地 ） を 適 宜 折 り 返 し て 熱 接 着 性 物 質 か ら な
る 結 合 要 素 と と も に 縫 い 合 わ せ た 後 、 加 熱 と 加 圧 に よ り 熱 接 着 性 物 質 を 溶 融 さ せ る こ と に
よ り 、 衣 料 構 成 要 素 を 強 固 に 結 合 し 、 縫 合 せ 部 分 の 縮 み を 防 止 し 、 し わ を 防 止 す る 旨 が 開
示 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 平 ７ － ３ １ ０ ２ ７ ６ 号 公 報
【 特 許 文 献 ２ 】 特 開 平 １ ０ － ２ ８ ０ ２ １ ５ 号 公 報
【 特 許 文 献 ３ 】 特 開 平 １ １ － ２ ０ ０ １ ２ ７ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 し か し 、 こ れ ら 従 来 技 術 に お け る 衣 料 の 製 造 方 法 は 、 手 間 が か か り 、 製 造 コ ス ト が 高 く
な り が ち で 、 十 分 実 用 化 す る に 至 っ て い な い 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 す な わ ち 、 特 開 平 ７ － ３ １ ０ ２ ７ ６ 号 公 報 （ 特 許 文 献 １ ） 記 載 の 発 明 で は 、 そ の 図 ３ ，
図 ４ に 示 さ れ て い る よ う に 、 ま ず 第 １ 衣 料 構 成 要 素 ２ ０ 、 第 ２ 衣 料 構 成 要 素 ２ ２ 、 結 合 要
素 ３ ２ の 三 者 を 互 い に ず ら し て 重 ね 、 縫 合 す る が 、 実 際 に は こ れ ら の 間 の 位 置 ぎ め が 難 し
く 、 手 間 が か か り 、 製 造 コ ス ト が 高 く な る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 特 開 平 １ ０ － ２ ８ ０ ２ １ ５ 号 公 報 （ 特 許 文 献 ２ ） 記 載 の 発 明 は 、 ポ ケ ッ ト の 取 付 け に 関
す る も の で あ る が 、 第 １ 衣 類 構 成 要 素 ２ ０ の 縁 部 で 結 合 ス ト リ ッ プ ３ ４ を 包 む よ う に し て
第 ２ 衣 類 構 成 要 素 ４ ０ 上 で 位 置 ぎ め す る た め に は 、 第 １ 衣 類 構 成 要 素 ２ ０ と 結 合 ス ト リ ッ
プ ３ ４ を 一 旦 仮 留 め 又 は 縫 合 す る 必 要 が あ り 、 手 間 が か か る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 特 開 平 １ １ － ２ ０ ０ １ ２ ７ 号 公 報 （ 特 許 文 献 ３ ） 記 載 の 発 明 に お い て 、 第 １ 衣 類 構 成 要
素 １ ８ と 第 ２ 衣 類 構 成 要 素 ２ ０ を 折 り 畳 ん で か ら ス テ ッ チ ４ ０ ， ４ ２ を 入 れ る が 、 こ れ も
実 際 に は 位 置 決 め が 難 し く 、 仮 留 め 又 は 縫 合 の 必 要 が あ り 、 手 間 が か か る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 　 本 発 明 は 、 こ の よ う な 問 題 点 に 対 し 、 洗 濯 を 繰 り 返 し て も 縫 合 部 位 に 縮 み に よ る し わ
が 生 じ が た い の み な ら ず 、 手 間 が か か ら ず 、 結 合 方 法 が 簡 易 で コ ス ト が 低 い 、 衣 料 の 製 造
方 法 及 び 布 帛 の 結 合 部 分 を 提 供 す る こ と を 、 解 決 す べ き 課 題 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ １ ２ 】
　 上 記 の 課 題 を 解 決 す る た め 、 請 求 項 １ 記 載 の 本 発 明 の 布 帛 の 結 合 部 分 は 、 第 一 の 布 地 と
、 第 二 の 布 地 と 、 少 な く と も 一 方 の 表 面 が 熱 接 着 性 物 質 層 を 有 す る 熱 接 着 面 で あ る シ ー ト
状 部 材 を 少 な く と も 備 え る 布 帛 の 結 合 部 分 で あ っ て 、
　 第 一 の 布 地 と 第 二 の 布 地 は 、 そ れ ぞ れ 折 り 畳 ま れ て 本 体 部 と 折 り 重 ね 部 を 形 成 し 、
　 第 一 の 布 地 及 び 第 二 の 布 地 の 一 方 の 表 面 を そ れ ぞ れ 第 一 表 面 、 他 方 の 表 面 を そ れ ぞ れ 第
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二 表 面 と し て 、
　 第 一 の 布 地 は 、 第 一 表 面 を 内 側 と し て 折 り 畳 ま れ て お り 、
　 第 一 の 布 地 の 本 体 部 の 第 一 表 面 は 、 第 二 の 布 地 の 折 り 重 ね 部 の 第 一 表 面 と 接 し 、
　 第 二 の 布 地 の 本 体 部 と 折 り 重 ね 部 の 間 に は シ ー ト 状 部 材 が 挟 持 さ れ 、
　 第 一 の 布 地 の 本 体 部 と 第 二 の 布 地 の 折 り 重 ね 部 は 縫 合 さ れ て お り 、 こ の 縫 合 は シ ー ト 状
部 材 に 及 ば ず 、
　 第 二 の 布 地 の 本 体 部 、 シ ー ト 状 部 材 、 第 一 の 布 地 の 折 り 重 ね 部 、 及 び 第 一 の 布 地 の 本 体
部 は 縫 合 さ れ て お り 、
　 第 二 の 布 地 の 本 体 部 の 第 二 表 面 が シ ー ト 状 部 材 の 熱 接 着 面 と 熱 接 着 さ れ て い る こ と を 特
徴 と す る 布 帛 の 結 合 部 分 で あ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 以 下 、 請 求 項 １ の 用 語 等 に つ い て 説 明 す る 。 こ れ ら の 説 明 は 、 特 記 し な い か ぎ り 、 他 の
請 求 項 に つ い て も 同 様 で あ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 「 熱 接 着 性 物 質 」 と は 、 加 熱 に よ り 溶 融 し 、 布 地 同 士 を 接 着 し 得 る 物 質 で あ り 、 例 え ば
、 熱 溶 融 性 樹 脂 で あ る 。 熱 溶 融 性 樹 脂 と し て は 、 ポ リ ア ミ ド 系 、 ポ リ エ ス テ ル 系 、 ポ リ エ
チ レ ン 系 、 ポ リ ウ レ タ ン 系 、 ポ リ 塩 化 ビ ニ ル 系 、 ポ リ 酢 酸 ビ ニ ル 系 、 ア ク リ ル 系 等 の 低 融
点 合 成 樹 脂 が 使 用 で き る が 、 接 着 性 、 耐 久 性 、 取 扱 い 性 や 風 合 い の ソ フ ト 化 等 の 面 か ら 、
ポ リ エ チ レ ン 系 が 好 ま し い 。 熱 接 着 性 物 質 の 融 点 は １ ４ ０ ℃ ～ １ ６ ０ ℃ が 適 当 で あ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 こ の 熱 接 着 性 物 質 を 用 い る 結 合 媒 体 で あ る 「 シ ー ト 状 部 材 」 と し て 、 布 帛 状 の も の を 用
い て も よ い し 、 薄 肉 プ ラ ス チ ッ ク シ ー ト 状 の も の を 用 い て も よ い 。 布 帛 の 材 質 は 、 綿 、 ポ
リ エ ス テ ル 、 綿 と ポ リ エ ス テ ル の 混 紡 、 ナ イ ロ ン 、 レ ー ヨ ン 等 か ら 適 宜 選 択 す れ ば よ い 。
シ ー ト 状 部 材 の 形 状 は テ ー プ 状 が 好 ま し い 。 衣 料 製 造 装 置 へ の シ ー ト 状 部 材 の 供 給 や 、 シ
ー ト 状 部 材 の 保 持 、 位 置 合 わ せ 等 が 容 易 に な る か ら で あ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 シ ー ト 状 部 材 は 、 布 帛 又 は 薄 肉 プ ラ ス チ ッ ク シ ー ト の 一 表 面 又 は 両 表 面 に 塗 布 又 は 含 浸
に よ り 熱 接 着 性 物 質 層 が 設 け ら れ た も の で あ る こ と が 望 ま し い 。
　 熱 接 着 性 物 質 層 を 両 表 面 に 設 け れ ば 結 合 は よ り 強 固 と な り 、 皺 も 生 じ に く い が 、 結 合 部
が 固 く な り す ぎ て 着 用 感 が 悪 く な る こ と が あ る 。
　 一 方 、 熱 接 着 性 物 質 層 を 一 表 面 の み に 設 け る 構 成 は 、 製 作 が 簡 易 で あ り 、 結 合 部 が 固 く
な り す ぎ ず 、 ま た 、 皺 を 防 止 す る 効 果 も 、 一 般 に は 十 分 で あ る 。 外 部 か ら 見 え る 布 地 の 皺
を 防 止 す れ ば 足 り る か ら で あ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 「 本 体 部 」 、 「 折 り 重 ね 部 」 と は 、 布 地 等 の 折 り 重 ね の 状 態 を 表 す た め の も の で 、 布 地
の 折 り 目 を 境 界 と し て 、 末 端 側 の 小 部 分 を 「 折 り 重 ね 部 」 、 他 の 部 分 を 「 本 体 部 」 と い う
。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 「 第 一 表 面 」 、 「 第 二 表 面 」 と は 、 表 面 を 特 定 す る た め の 便 宜 的 な 呼 称 で あ る 。 第 一 表
面 側 を 衣 服 の 表 側 と し て 実 施 す る の が 一 般 に は 好 都 合 で あ る が 、 逆 に 第 一 表 面 側 を 衣 服 の
裏 側 と し て 実 施 し て も よ い 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 布 地 等 を 縫 合 す る 方 法 と し て は 、 ミ シ ン に よ る 錠 縫 い （ ロ ッ ク ス テ ッ チ ） 、 環 縫 い （ チ
ェ ー ン ス テ ッ チ ） 、 か が り 縫 い 等 を 適 宜 選 択 し て 用 い れ ば よ く 、 手 縫 い で も よ い が 、 ミ シ
ン に よ る 錠 縫 い 、 単 環 縫 い 等 が 強 度 上 望 ま し い 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 熱 溶 融 性 樹 脂 を 溶 融 さ せ て 熱 接 着 を 行 う た め の 加 熱 手 段 と し て は 、 ア イ ロ ン 、 プ レ ス 機
、 コ テ 、 ロ ー ラ 加 熱 圧 着 機 、 高 周 波 溶 着 機 、 超 音 波 溶 着 機 、 ヒ ー ト シ ー ラ 等 な ど の 加 熱 圧
着 装 置 を 適 宜 選 択 し て 用 い る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
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　 請 求 項 １ 記 載 の 本 発 明 の 布 帛 の 結 合 部 分 に よ れ ば 、 第 一 の 布 地 と 第 二 の 布 地 を ま ず 縫 合
し 、 次 に シ ー ト 状 部 材 を 挿 入 す る こ と が で き る の で 、 位 置 ぎ め が 容 易 で あ り 、 手 間 が か か
ら ず 、 低 コ ス ト と な る 。
　 ま た 、 熱 接 着 性 物 質 を 溶 融 さ せ る こ と に よ り 、 第 二 の 布 地 の 本 体 部 と シ ー ト 状 部 材 は 、
固 化 し た 熱 接 着 性 物 質 に よ り 強 固 に 固 定 さ れ 、 相 対 移 動 で き な い の で 、 縫 糸 の 縮 小 に よ っ
て 縫 合 部 位 に 縮 み が 生 じ が た い 。
　 こ の 発 明 は 、 例 え ば シ ャ ツ の ア ー ム ホ ー ル 縫 合 せ 部 分 の よ う に 、 ２ 枚 の 布 地 を 比 較 的 幅
の 狭 い 重 合 部 を 設 け て 結 合 す る 場 合 に 適 す る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 請 求 項 ２ 記 載 の 本 発 明 の 布 帛 の 結 合 部 分 は 、 シ ー ト 状 部 材 は 、 第 二 の 布 地 の 本 体 部 の 第
二 表 面 と の み 熱 接 着 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の 布 帛 の 結 合 部 分 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 こ の 布 帛 の 結 合 部 分 に よ れ ば 、 例 え ば 、 第 二 の 布 地 を 、 ア ー ム ホ ー ル 縫 合 せ 部 分 に お け
る 前 身 頃 や 後 身 頃 と い っ た 縫 合 せ 部 分 に お け る 外 部 に 表 れ る 部 位 に 用 い た 場 合 、 外 部 か ら
視 認 さ れ る 縫 合 部 位 に 縮 み に よ る し わ が 生 じ が た い 。 そ の 一 方 で 、 着 用 者 の 身 体 に 接 触 す
る 第 一 の 布 地 （ 例 え ば 袖 用 布 地 ） に は 熱 接 着 性 物 質 が 用 い ら れ て い な い の で 、 着 用 時 に ゴ
ワ ゴ ワ 感 が な く 、 着 用 者 に と っ て 快 適 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 請 求 項 ３ 記 載 の 本 発 明 の 衣 料 は 、 複 数 の パ ー ツ を 構 成 す る 布 地 が 縫 製 に よ っ て 結 合 さ れ
て 成 形 さ れ た 衣 料 に お い て 、 請 求 項 １ 又 は ２ 記 載 の 布 帛 の 結 合 部 分 を 有 す る 衣 料 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 こ の 衣 料 に よ れ ば 、 第 一 の 布 地 と 第 二 の 布 地 を ま ず 縫 合 し 、 次 に シ ー ト 状 部 材 を 挿 入 す
る の で 、 位 置 ぎ め が 容 易 で あ り 、 手 間 が か か ら ず 、 低 コ ス ト と な る 。
　 ま た 、 第 二 の 布 地 の 本 体 部 と シ ー ト 状 部 材 は 、 固 化 し た 熱 接 着 性 物 質 に よ り 強 固 に 固 定
さ れ 、 相 対 移 動 で き な い の で 、 縫 糸 の 縮 小 に よ っ て 縫 合 部 位 に 縮 み が 生 じ が た い 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 請 求 項 ４ 記 載 の 本 発 明 の 衣 料 は 、 第 一 の 布 地 は 袖 用 布 地 で あ り 、 第 二 の 布 地 は 身 頃 で あ
る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ３ 記 載 の 衣 料 で あ る 。 こ こ で 、 身 頃 は 前 身 頃 で も 後 身 頃 で も よ
い 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 こ の 衣 料 に よ れ ば 、 第 二 の 布 地 が 外 部 に 表 れ る 部 位 （ 身 頃 ） に 用 い ら れ て お り 、 外 部 か
ら 視 認 さ れ る 縫 合 部 位 に 縮 み に よ る し わ が 生 じ が た い 。 そ の 一 方 で 、 着 用 者 の 身 体 に 接 触
す る 第 一 の 布 地 （ 袖 用 布 地 ） に は 熱 接 着 性 物 質 が 用 い ら れ て い な い の で 、 着 用 時 に ゴ ワ ゴ
ワ 感 が な く 、 着 用 者 に と っ て 快 適 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 請 求 項 ５ 記 載 の 本 発 明 の 衣 料 の 製 造 方 法 は 、 複 数 の 布 地 を 接 合 し て 衣 料 を 製 造 す る 方 法
で あ っ て 、 少 な く と も 一 部 の 接 合 部 に お い て は 、 第 一 の 布 地 及 び 第 二 の 布 地 を 、 少 な く と
も 一 方 の 表 面 が 熱 接 着 性 物 質 層 を 有 す る 熱 接 着 面 で あ る シ ー ト 状 部 材 を 用 い て 結 合 す る 衣
料 の 製 造 方 法 に お い て 、 第 一 の 布 地 及 び 第 二 の 布 地 の 一 方 の 表 面 を そ れ ぞ れ 第 一 表 面 、 他
方 の 表 面 を そ れ ぞ れ 第 二 表 面 と し て 、
　 第 一 の 布 地 と 第 二 の 布 地 を 、 互 い の 第 一 表 面 同 士 が 接 し 、 か つ 、 第 二 の 布 地 の 端 が 第 一
の 布 地 の 端 よ り 後 退 し た 位 置 と な る よ う に 重 ね 合 わ せ る 工 程 と 、
　 第 二 の 布 地 の 端 よ り 一 定 距 離 内 側 で 第 一 の 布 地 と 第 二 の 布 地 を 縫 合 す る 工 程 と 、
　 第 二 の 布 地 を 当 該 縫 合 の 縫 い 目 か ら 第 一 の 布 地 の 上 記 端 側 へ 折 り 返 し 、 第 二 の 布 地 の 折
り 返 さ れ た 部 分 の 第 二 表 面 と 折 り 返 さ れ て い な い 部 分 の 第 二 表 面 と を 対 向 さ せ る 工 程 と 、
　 第 二 の 布 地 の 折 り 返 さ れ た 部 分 と 折 り 返 さ れ て い な い 部 分 と の 間 に 、 少 な く と も 第 一 表
面 は 熱 接 着 面 で あ る シ ー ト 状 部 材 を 、 上 記 折 り 返 さ れ た 部 分 側 へ 第 一 表 面 を 向 け て 挿 入 す
る 工 程 と 、
　 第 一 の 布 地 の 上 記 端 側 の 部 分 を 、 第 一 表 面 を 内 側 と し て 折 り 、 第 一 の 布 地 の 折 り 重 ね 部
の 第 二 表 面 が シ ー ト 状 部 材 と 接 す る よ う に す る 工 程 と 、
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　 第 二 の 布 地 の 折 り 返 さ れ た 部 分 、 シ ー ト 状 部 材 、 第 一 の 布 地 の 折 り 返 さ れ て い な い 部 分
、 及 び 第 一 の 布 地 の 折 り 返 さ れ て い な い 部 分 を 縫 合 す る 工 程 と 、
　 加 熱 に よ り シ ー ト 状 部 材 の 熱 接 着 性 物 質 を 溶 融 さ せ る 工 程 と を 有 す る こ と を 特 徴 と す る
衣 料 の 製 造 方 法 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 こ こ で 、 シ ー ト 状 部 材 を 挿 入 す る 工 程 と 、 第 一 の 布 地 の 上 記 端 側 の 部 分 を 折 る 工 程 と は
、 い ず れ を 先 に 実 施 し て も よ い し 、 同 時 に 実 施 し て も よ い 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 請 求 項 ５ に お い て 、 請 求 項 １ ～ ４ と 同 様 に 、 こ の 熱 接 着 性 物 質 を 用 い る 結 合 媒 体 で あ る
「 シ ー ト 状 部 材 」 と し て 、 布 帛 状 の も の を 用 い て も よ い し 、 薄 肉 プ ラ ス チ ッ ク シ ー ト 状 の
も の を 用 い て も よ い が 、 加 熱 時 に 融 け る 材 質 の も の を シ ー ト 状 部 材 と し て 用 い て も よ い 。
こ の 場 合 、 完 成 し た 衣 料 に お い て シ ー ト 状 部 材 は 融 け て 布 地 に 染 み 込 み 、 シ ー ト 形 状 を と
ど め て い な く て も よ い 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 請 求 項 ５ の 方 法 に よ れ ば 、 第 一 の 布 地 と 第 二 の 布 地 を ま ず 縫 合 し 、 次 に シ ー ト 状 部 材 を
挿 入 す る の で 、 位 置 ぎ め が 容 易 で あ り 、 手 間 が か か ら ず 、 低 コ ス ト と な る 。
　 ま た 、 シ ー ト 状 部 材 の 熱 接 着 性 物 質 を 溶 融 さ せ る こ と に よ り 、 第 二 の 布 地 と シ ー ト 状 部
材 は 、 固 化 し た 熱 接 着 性 物 質 に よ り 強 固 に 固 定 さ れ 、 相 対 移 動 で き な い の で 、 縫 糸 の 縮 小
に よ っ て 縫 合 部 位 に 縮 み が 生 じ が た い 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 な お 、 加 熱 に よ り 熱 接 着 性 物 質 を 溶 融 さ せ る 工 程 に 加 え て 、 加 圧 に よ り 定 着 さ せ る 工 程
を 有 す る こ と が 好 ま し い 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 こ の 方 法 に よ れ ば 、 加 圧 に よ り 、 折 り 目 等 が 定 着 し 、 結 合 部 分 の 厚 み が 減 少 す る 。 ま た
、 第 一 の 布 地 、 第 二 の 布 地 、 及 び 折 り 返 さ れ た 第 二 の 布 地 が 緊 密 に 接 触 し 、 さ ら に 、 シ ー
ト 状 部 材 が 圧 迫 さ れ る た め 、 溶 融 し た 熱 接 着 性 物 質 が 各 布 地 に よ く 浸 透 す る 。 し た が っ て
、 緊 密 な 結 合 が 得 ら れ る 。
　 こ こ で 、 「 加 圧 に よ り 折 り 目 を 定 着 さ せ る 工 程 」 を 「 加 熱 に よ り 熱 接 着 性 物 質 を 溶 融 さ
せ る 工 程 」 と 同 時 に 実 施 し て 一 工 程 化 す る の が 、 作 業 の 迅 速 ・ 簡 易 化 の た め に 好 ま し い が
、 「 加 熱 に よ り 熱 接 着 性 物 質 を 溶 融 さ せ る 工 程 」 の 後 に 「 加 圧 に よ り 折 り 目 を 定 着 さ せ る
工 程 」 を 実 施 し て も よ い 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 本 発 明 の 方 法 に よ り 製 造 さ れ た 衣 料 又 は 本 発 明 に よ る 布 帛 の 結 合 部 分 は 、 結 合 時 の 位 置
ぎ め が 容 易 で あ っ て 作 業 し や す く 、 結 合 方 法 が 簡 易 で 手 間 が か か ら ず 、 低 コ ス ト で あ り な
が ら 、 縫 合 部 位 （ 結 合 部 分 ） が 強 固 で あ る 。 ま た 、 外 観 が よ く 、 風 合 い に す ぐ れ て い る 。
さ ら に 、 縫 合 部 位 の 耐 久 性 が 向 上 し 、 洗 濯 を 繰 り 返 し て も 縫 合 部 位 に 縮 み に よ る し わ が 生
じ が た い の で 、 ワ イ シ ャ ツ 等 の ノ ー ア イ ロ ン 化 に 役 立 つ 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 以 下 、 本 発 明 の さ ら に 具 体 的 な 実 施 形 態 を 、 図 面 を 参 照 し つ つ 説 明 す る 。
　 図 １ 乃 至 図 １ １ は 、 本 発 明 の 実 施 形 態 に 係 る も の で あ る 。
　 本 実 施 形 態 は 、 本 発 明 を ワ イ シ ャ ツ に 適 用 し た も の で あ る 。 本 実 施 形 態 の ワ イ シ ャ ツ ７
０ （ 図 １ ０ ） は 、 前 身 頃 ７ １ 、 後 身 頃 ７ ２ 、 袖 ７ ３ 、 襟 ７ ４ 、 ヨ ー ク ７ ５ と い っ た 所 定 形
状 に 裁 断 さ れ た パ ー ツ を 縫 製 に よ っ て 結 合 し て 作 ら れ た も の で あ る 。
　 そ し て 、 袖 ７ ３ と 前 身 頃 ７ １ 又 は 後 身 頃 ７ ２ と の 合 わ せ 部 分 ８ １ 、 ８ ２ に 本 発 明 の 特 徴
的 構 造 が 採 用 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 以 下 、 説 明 を 簡 単 に す る た め に 、 第 一 の 布 地 １ ０ 及 び 第 二 の 布 地 ２ ０ を 接 合 す る も の と
し て 特 徴 的 構 造 部 分 を 説 明 す る 。 す な わ ち 、 袖 ７ ３ と 前 身 頃 ７ １ 又 は 後 身 頃 ７ ２ と の 合 わ
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せ 部 分 に 本 発 明 を 適 用 す る 場 合 に お い て は 、 袖 ７ ３ が 第 一 の 布 地 １ ０ で あ り 、 前 身 頃 ７ １
又 は 後 身 頃 ７ ２ が 第 二 の 布 地 ２ ０ に 相 当 す る 。 も っ と も 、 袖 ７ ３ を 第 二 の 布 地 ２ ０ と し 、
前 身 頃 ７ １ 又 は 後 身 頃 ７ ２ を 第 一 の 布 地 １ ０ と し て 実 施 す る こ と も で き る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 第 一 の 布 地 １ ０ 及 び 第 二 の 布 地 ２ ０ と し て 、 綿 と ポ リ エ ス テ ル の 混 紡 に よ っ て 製 造 し た
布 地 を 用 い た 。
　 シ ー ト 状 部 材 と し て 、 布 帛 ３ ５ の 一 方 の 表 面 （ 熱 接 着 面 ３ １ ） に 塗 布 又 は 接 着 に よ り 熱
接 着 性 物 質 の 層 Ｍ を 設 け た テ ー プ 部 材 ３ ０ を 用 い た （ 図 １ ０ ） 。 こ こ で 布 帛 ３ ５ の 材 質 と
し て 、 ポ リ エ ス テ ル を 用 い 、 熱 接 着 性 物 質 と し て は 、 ポ リ エ チ レ ン 系 の も の を 用 い た 。 テ
ー プ 部 材 （ シ ー ト 状 部 材 ） ３ ０ の う ち 布 帛 ３ ５ は 、 加 熱 の 後 も 結 合 部 に 残 り 、 結 合 部 を 補
強 す る 役 割 を 果 た す 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 な お 、 テ ー プ 部 材 は 、 熱 接 着 性 物 質 を 層 状 に 設 け ず 、 散 点 状 に 設 け て も よ い 。
　 ま た 、 テ ー プ 部 材 は 、 熱 接 着 性 物 質 を 含 有 す る 布 帛 で あ っ て も よ い 。 こ の よ う な テ ー プ
部 材 を 製 造 す る 手 段 と し て は 、 例 え ば 、 布 帛 に 熱 接 着 性 物 質 を 含 浸 さ せ る 、 又 は 、 軟 化 点
の 低 い 熱 可 塑 性 の 化 学 繊 維 と 綿 、 ポ リ エ ス テ ル 等 を 混 紡 又 は 交 織 す る 等 が 挙 げ ら れ る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 以 下 、 縫 製 工 程 を 説 明 す る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 図 １ に 示 す よ う に 、 第 一 の 布 地 １ ０ と 第 二 の 布 地 ２ ０ を 、 互 い の 第 一 表 面 １ １ ， ２ １ 同
士 が 接 し 、 か つ 、 第 二 の 布 地 の 端 ２ ３ が 第 一 の 布 地 の 端 １ ３ よ り 後 退 し た 位 置 と な る よ う
に ず ら し て 重 ね 合 わ せ る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 次 に 、 第 二 の 布 地 ２ ０ の 端 ２ ３ よ り 一 定 距 離 ｄ 内 側 で 第 一 の 布 地 １ ０ と 第 二 の 布 地 ２ ０
を ス テ ッ チ ５ ０ （ 地 縫 い ） に よ り 縫 合 す る （ 図 ２ ） 。 な お 、 布 地 の 重 ね 方 お よ び ス テ ッ チ
５ ０ の 位 置 は 、 「 第 一 の 布 地 １ ０ の 端 １ ３ か ら ス テ ッ チ ５ ０ ま で の 長 さ Ｄ 」 と 「 第 二 の 布
地 ２ ０ の 端 か ら ス テ ッ チ ５ ０ ま で の 長 さ ｄ 」 の 和 「 Ｄ ＋ ｄ 」 が 、 縫 い 合 わ せ 部 の 所 望 の 幅
の １ ． ５ ～ ２ ． ５ 倍 、 さ ら に 好 ま し く は １ ． ７ ～ ２ ． ０ 倍 と な る よ う に 定 め る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 次 い で 、 第 二 の 布 地 ２ ０ の う ち 当 該 縫 合 の 縫 い 目 ５ ０ を 基 準 と し て 上 記 端 １ ３ か ら 遠 い
部 分 （ 広 い 方 の 部 分 ） を 、 図 ３ の 矢 印 の よ う に 当 該 縫 合 の 縫 い 目 ５ ０ か ら 第 一 の 布 地 １ ０
の 上 記 端 １ ３ 側 （ 第 二 の 布 地 ２ ０ の 上 記 端 ２ ３ 側 ） へ 折 り 返 し 、 第 二 の 布 地 ２ ０ の 折 り 返
さ れ た 部 分 ２ ０ ｂ の 第 二 表 面 ２ ２ ｂ と 折 り 返 さ れ て い な い 部 分 ２ ０ ａ の 第 二 表 面 ２ ２ ａ と
を 対 向 さ せ る （ 図 ４ ） 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 次 い で 、 第 二 の 布 地 ２ ０ の 折 り 返 さ れ た 部 分 ２ ０ ｂ と 折 り 返 さ れ て い な い 部 分 ２ ０ ａ と
の 間 に 、 熱 接 着 面 を 有 す る 細 長 い テ ー プ 部 材 （ シ ー ト 状 部 材 ） ３ ０ を 、 上 記 折 り 返 さ れ た
部 分 ２ ０ ｂ 側 へ 熱 接 着 面 で あ る 第 一 表 面 ３ １ を 向 け て 挿 入 す る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 第 一 の 布 地 １ ０ の う ち 縫 い 目 ５ ０ よ り も 上 記 端 １ ３ 側 の 部 分 を 、 第 一 表 面 １ １ を 内 側 と
し て 折 り 込 ん で 、 折 り 目 １ ４ を 形 成 し 、 ま た 、 折 り 重 ね 部 １ ０ ａ と 本 体 部 １ ０ ｂ を 形 成 す
る 。 こ の 折 り 込 み に よ り 、 第 一 の 布 地 １ ０ の 折 り 重 ね 部 １ ０ ａ の 第 二 表 面 １ ２ ａ が シ ー ト
状 部 材 ３ ０ の 第 ２ 表 面 ３ ２ と 接 す る よ う に し 、 か つ 、 第 一 の 布 地 １ ０ の 折 り 重 ね 部 １ ０ ａ
の 端 １ ３ を 第 二 の 布 地 ２ ０ の 端 ２ ３ と 突 き 合 わ せ る （ 図 ５ ） 。 こ の と き の 折 り 目 と ス テ ッ
チ ５ ０ と の 距 離 ａ が 、 ほ ぼ 縫 い 合 わ せ 部 の 幅 と な る 。 こ の 工 程 は 、 所 定 の 設 備 を 用 い て 、
上 記 の シ ー ト 状 部 材 ３ ０ の 挿 入 と 同 時 並 行 で 行 う 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 な お 、 上 記 の ご と く 、 本 明 細 書 に お い て 布 地 等 の 折 り 重 ね の 形 状 を 表 す た め に 、 折 り 目
を 境 界 と し て 、 末 端 側 の 小 部 分 を 「 折 り 重 ね 部 」 、 他 の 部 分 を 「 本 体 部 」 と い う が 、 折 り
重 ね 部 関 係 の 符 号 に は ａ 、 本 体 部 関 係 の 符 号 に は ｂ を 付 し て い る 。
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　 こ の 表 記 は 形 状 の み に よ る も の で 、 実 際 の 製 作 方 法 に よ ら な い の で 、 第 二 の 布 地 ２ ０ に
つ い て は 、 上 記 の 「 折 り 返 さ れ た 部 分 ２ ０ ｂ 」 が 「 本 体 部 」 、 「 折 り 返 さ れ て い な い 部 分
２ ０ ａ 」 が 「 折 り 重 ね 部 」 に 相 当 す る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 次 い で 、 第 二 の 布 地 ２ ０ の 折 り 返 さ れ た 部 分 （ 本 体 部 ） ２ ０ ｂ 、 テ ー プ 部 材 ３ ０ 、 第 一
の 布 地 １ ０ の 折 り 返 さ れ た 部 分 （ 折 り 重 ね 部 ） ２ ０ ａ 、 及 び 第 一 の 布 地 １ ０ の 折 り 返 さ れ
て い な い 部 分 （ 本 体 部 ） を 縫 合 す る 縫 い 目 ６ ０ （ 袖 伏 せ ス テ ッ チ ） を 入 れ る （ 図 ６ ） 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 さ ら に 、 加 熱 し つ つ 加 圧 し て テ ー プ 部 材 ３ ０ の 熱 接 着 性 物 質 を 溶 融 さ せ て 、 テ ー プ 部 材
３ ０ の 第 一 表 面 ３ １ と 第 二 の 布 地 ２ ０ を 熱 接 着 し て 、 結 合 を 完 成 す る （ 図 ７ ） 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 こ う し て 結 合 さ れ た 第 一 の 布 地 １ ０ 、 第 二 の 布 地 ２ ０ 、 及 び テ ー プ 部 材 ３ ０ の 重 な り 方
を 説 明 す る （ 図 ８ ） 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 図 ８ に お い て 、 布 地 等 は 、 図 に お け る 下 方 か ら い え ば 、 第 一 の 布 地 １ ０ の 本 体 部 １ ０ ｂ
、 第 二 の 布 地 ２ ０ の 折 り 重 ね 部 ２ ０ ａ お よ び 第 一 の 布 地 １ ０ の 折 り 重 ね 部 １ ０ ａ 、 テ ー プ
部 材 ３ ０ 、 第 二 の 布 地 ２ ０ の 本 体 部 ２ ０ ｂ の 順 に 重 な っ て い る 。 （ な お 、 第 二 の 布 地 ２ ０
の 折 り 重 ね 部 ２ ０ ａ と 第 一 の 布 地 １ ０ の 折 り 重 ね 部 １ ０ ａ は 図 ７ の よ う に 重 な っ て も よ い
。 そ の 場 合 、 第 一 の 布 地 １ ０ の 折 り 重 ね 部 １ ０ ａ は 第 二 の 布 地 ２ ０ の 折 り 重 ね 部 ２ ０ ａ と
テ ー プ 部 材 ３ ０ と の 間 に 入 る 。 ）
【 ０ ０ ５ ０ 】
　 第 二 の 布 地 ２ ０ の 本 体 部 第 二 表 面 ２ ２ ｂ は テ ー プ 部 材 ３ ０ の 第 一 表 面 （ 熱 接 着 面 ） ３ １
と 接 し 、 テ ー プ 部 材 ３ ０ の 第 二 表 面 ３ ２ は 第 一 の 布 地 １ ０ の 折 り 重 ね 部 第 二 表 面 １ ２ ａ お
よ び 第 二 の 布 地 ２ ０ の 折 り 重 ね 部 第 二 表 面 ２ ２ ａ と 接 し 、 第 一 の 布 地 １ ０ の 折 り 重 ね 部 第
一 表 面 １ １ ａ お よ び 第 二 の 布 地 ２ ０ の 折 り 重 ね 部 第 一 表 面 ２ １ ａ は 第 一 の 布 地 １ ０ の 本 体
部 第 一 表 面 １ １ ｂ と 接 す る 。
【 ０ ０ ５ １ 】
　 第 二 の 布 地 ２ ０ の 本 体 部 第 二 表 面 ２ ２ ｂ と テ ー プ 部 材 ３ ０ の 第 一 表 面 ３ １ が 熱 接 着 さ れ
、 一 体 化 さ れ て い る 。 テ ー プ 部 材 ３ ０ の う ち 布 帛 ３ ５ は 融 け な い で 残 る 。 テ ー プ 部 材 ３ ０
の 第 二 表 面 ３ ２ は 、 第 一 の 布 地 １ ０ の 表 面 １ ２ ａ と 熱 接 着 さ れ な い 。 他 の 布 地 間 で も 、 熱
接 着 に よ る 結 合 は 生 じ な い 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
　 こ う し て 結 合 さ れ た 第 一 の 布 地 １ ０ 及 び 第 二 の 布 地 ２ ０ を 表 側 （ 第 一 表 面 側 ） か ら 見 れ
ば 、 図 ８ の よ う に 折 り 目 ２ ４ と 縫 い 目 ６ ０ が 見 え る だ け で あ り 、 シ ン プ ル な 外 観 が 得 ら れ
、 風 合 い に す ぐ れ て い る 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
　 こ の よ う な 布 地 の 結 合 を 、 図 １ ０ に 示 す ワ イ シ ャ ツ ７ ０ の ア ー ム ホ ー ル 縫 合 せ 部 分 ８ １
， ８ ２ に 用 い た と こ ろ 、 外 観 、 気 心 地 、 耐 久 性 と も 良 好 で あ っ た 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ５ ４ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 実 施 形 態 の 衣 料 の 製 造 方 法 に お い て 、 第 一 の 布 地 及 び 第 二 の 布 地 の 重 ね
方 を 模 式 的 に 示 す 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 図 １ の Ａ － Ａ 矢 視 断 面 図 に 、 縫 い 目 の 位 置 を 記 入 し た 断 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 本 発 明 の 実 施 形 態 の 衣 料 の 製 造 方 法 に お い て 、 第 一 の 布 地 と 第 二 の 布 地 を 縫 合 し
、 第 一 結 合 体 を 作 成 し た と こ ろ を 示 す 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 本 発 明 の 実 施 形 態 の 衣 料 の 製 造 方 法 に お い て 、 第 二 の 布 地 を 折 り 返 し た と こ ろ を
示 す 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 シ ー ト 状 部 材 （ テ ー プ 部 材 ） を 挿 入 し 、 第 一 の 布 地 を 折 り 畳 ん だ と こ ろ を 示 す 斜
視 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 第 二 の 布 地 、 シ ー ト 状 部 材 、 及 び 第 一 の 布 地 を さ ら に 縫 合 し た と こ ろ を 示 す 斜 視
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図 で あ る 。
【 図 ７ 】 本 発 明 の 別 の 実 施 形 態 を 示 す 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ８ 】 図 ７ の Ｂ － Ｂ 矢 視 断 面 を 模 式 的 に 示 す 断 面 図 で あ る 。 で あ る 。
【 図 ９ 】 図 ７ を 表 側 （ 第 一 表 面 側 ） か ら 見 た と こ ろ を 示 す 正 面 図 で あ る 。
【 図 １ ０ 】 本 発 明 の 衣 料 の 製 造 方 法 に よ っ て 製 造 さ れ る 衣 料 の 斜 視 図 で あ る 。
【 図 １ １ 】 本 発 明 の 衣 料 の 製 造 方 法 に お い て 使 用 す る シ ー ト 状 部 材 （ テ ー プ 部 材 ） を 模 式
的 に 示 す 斜 視 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ５ ５ 】
　 １ ０ 　 第 一 の 布 地
　 １ １ 　 第 一 の 布 地 の 第 一 表 面
　 １ ２ 　 第 一 の 布 地 の 第 二 表 面
　 ２ ０ 　 第 二 の 布 地
　 ２ １ 　 第 二 の 布 地 の 第 一 表 面
　 ２ ２ 　 第 二 の 布 地 の 第 二 表 面
　 ３ ０ 　 テ ー プ 部 材 （ シ ー ト 状 部 材 ）
　 ３ １ 　 テ ー プ 部 材 （ シ ー ト 状 部 材 ） の 第 一 表 面
　 ３ ２ 　 テ ー プ 部 材 （ シ ー ト 状 部 材 ） の 第 二 表 面
　 ５ ０ ， ６ ０ 　 縫 い 目
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【 図 １ 】

【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】

【 図 ５ 】
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【 図 ６ 】

【 図 ７ 】

【 図 ８ 】

【 図 ９ 】

【 図 １ ０ 】

【 図 １ １ 】
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